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研究成果の概要（和文）：育児不安や困難を持つ乳児の母親に対するグループ支援の効果を、母親の心理的状態
の改善からみた。週1回2時間、10名程度の母親が集まり、安心して悩みを共有し、タイムリーに疑問が解消され
るよう、また子育てスキルのモデル学習や実際にやりながら習得できるよう助産師が支援する。乳児家庭全戸訪
問で、事前作成した、育児困難や虐待のリスク項目に該当する母親をグループに誘った。
　参加した母親はグループを安心でき自分らしくいられる場として認識していたこと、8回以上参加している母
親に育児困難が要支援や要治療のランクの者、うつ傾向が強い者が多かったこと、4回以下の短期参加者のうつ
傾向が改善を示すことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The study aimed to investigate whether the parenting group meetings for 
mothers with infant experiencing challenges with childcare or child maltreatmen is effective in 
improving mothers’psychosocial well-being. At a home visit to a family with an infant, public 
health nurses invited a mother to the group based on risk factors for childcare difficulties or 
abuse. 
  About 10 mothers gather once a week for 2 hours, share their concerns at ease, and help them 
resolve questions in a timely. In addition, the midwife supports model learning of child care 
skills.
 The mother who participated had recognized the group as a place where they could feel safe and be 
their own. In addition, many mothers who participated in the group more than 8 times had a strong 
depression tendency, and childcare difficulties were in the stage of "support required" and "care 
required".Mothers who participated four times or less tended to improve depression.

研究分野：小児看護学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもの虐待の予防にむけて、育児への不安や困難を持つ乳児の母親を対象としたグループミーティングと育児
スキル習得の支援を行い、その効果を検討した。参加した母親のほとんどがグループを安心でき自分らしくいら
れる場であると感じていた。8回以上長期に参加している母親はうつ傾向が強く、育児困難が「要支援」「要治
療」段階の者が多かった。4回以下の短期参加の母親はうつが改善する傾向があった。乳児早期から個別支援に
加え、グループ支援も行っていく必要がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

育児困難や虐待の予防には、虐待に至る前に気になる状況やリスクに気づき、継続的に支援し

ていくことが重要である。現在の母子保健システムにおける出産から乳児期にかけての支援は、

2 週間健診、1 か月健診、生後４か月までに行われる「乳児家庭全戸訪問」およびその後の「養

育支援訪問事業」等、主に個別支援が行われている。これを補うのが本研究の「気になる子育て

状況の乳児の母が集う場」でのグループ支援である。乳児家庭全戸訪問において、事前作成の「気

になる母または子育て状況」項目に該当する者(育児不安や困難をもつ母親）にグループへの参

加を推奨している。テーマを決めてのフリートークも行う。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、育児不安や困難を持つ母親の上記のようなグループ支援の効果を、母親の心

理的状態(育児不安、うつ傾向、安心感や共有感覚もが持てる等のグループに対する居場所機能)

の改善から明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

対象者：集いの場に参加した乳児の母親 

手順：集いの場の参加時に、調査の目的、概要、倫理的配慮等を説明し、集いの場初回または 2,3 

回参加時点と、8回以上参加した時点の 2 時点で質問紙調査を依頼した。 

調査内容：１）居場所条件尺度(山岡;2003) 

２）エジンバラうつスケール 

３）総研式子育て支援尺度(0~11 か月児用)の「育児困難」下位尺度 

４）属性・サポート等の外生変数 

５）参加後の感想(自由記載) 

分析Ⅰ：「2,3 回参加(早期時点の者)」と「8回以上参加(長期参加時点の者)」の各尺度 

得点を比較し、対応のない t 検定またはχ2検定を用いて分析した。 

分析Ⅱ：「4回以下の参加者(短期参加者)」と「8回以上参加した者(長期参加者)」の各尺度得点   

を比較した。 

 

４．研究成果 

(１)分析Ⅰ：2,3 回参加(早期時点の者)と 8 回以上参加(長期参加時点の者)の心理状態の 

比較 

Ⅰ―１対象者の背景(Table1) 

 

2,3 回参加時点の母は 25名(平均年齢 31.3±4.8 歳、子一人 84.0％、核家族 88.0％)、8 

回以上参加の母は 14 名(平均年齢 31.3±4.1 歳、子一人 92.9％、核家族 100％)で、両時点

の母の属性に有意な差はなかった。 

 

31.3 ± 4.8 (23–40)
16 64.0 % 5 35.7 ％
9 36.0 9 64.3

Children One 21 84.0 ％ 13 92.9 ％
Two 4 16.0 1 7.1

22 88.0 ％ 14 100 ％
3 12.0 0 0

Table 1.   Characteristics of Subjects

Extended Family

Early Attendance

（n = 25)

Long-Term Attendance

(n = 14)

Age 31.3 ± 4.1 (27–41)
Housewife
Not housewife

Nuclear Family

Mean(Standard Deviation)



Ⅰ―２居場所機能尺度得点の比較(Table2) 

 

8 回以上の長期参加の母親は、2,3 回時点の母親に比べて居場所機能「基本的信頼感」お 

よび「受容される感覚」の得点が有意に高く(基本的信頼感：2,3 回時点 34.5±2.7 点、9回

以上 37.5±2.7 点、受容される感覚：2,3 回時点 16.6 点±6.7 点、８回以上 18.9±2.5 点)、

集いの場を自己価値が確認できるような信頼関係をもてる場、受容的な雰囲気の中あるが

ままの自分でいられる場であると感じている者が多いことがわかった。 

 
Ⅰ―３ エジンバラうつスケール得点の比較(Figure1, 2) 

うつ EPDS 得点のカットオフポイント 9 点以上の母親は、2,3 回参加時点では 56.0％、8 

回以上では 71.4％で、8回以上参加者の方に多かったが、両時点間に有意な差はなかった。 

 
Ⅰ―４ 総研式子育て支援尺度「育児困難」下位尺度得点の比較 

育児困難は、2,3 回参加時点の母親の 50.0％が要治療ランク(ランク 5)、37.5％が要支援

ランク(ランク 4)、正常ランク(ランク 1～3)12.5％で、9回以上参加になると要治療 35.8％、

要支援 50.0％、正常 14.2％で、8 回以上の母の方が育児不安が低かったが、両時点間に有

意な差はなかった。 

 

(２)分析Ⅱ：4 回以下の参加者(短期参加者)と８回以上参加した者(長期参加者)の心理状態の 

比較 

Ⅱ―１ 対象者の背景(Table1) 

 

短期参加者の 61.5％、長期

参加者の 35.7%が主婦であ

り、短期参加者に主婦が多

かった。 

 
 
 
 
 
 

 

Ⅱ―２ エジンバラうつスケール得点の比較(Figure1, 2 , Table1) 

 うつ EPDS 得点は、短期参加者全員と 2 名を除く長期参加者においてグループ参加前後で低

下していた。低下していなかった 2名は妊娠と新たな仕事を始めており、これらによる負担

が関係している可能性がある。 

 また、短期参加の母親は 1 名の除きカットオフポイント 9 点以下であったが、長期参加の母親

は 2 名以外は 9 点以上であった。 

Subscale Early Attendance
(first or second meeting)

ｎ
Long-Term Attendance

(8 times meeting or more)
ｎ ｔ

Result of previous

studies(Yamaoka, 2000)

Essential Trust 34.5 (26.92) 25 37.5 (2.74) 14 * 40.14 (7.57)

Sharing something 16 (14.58) 25 18.2 (2.52) 14 17.94 (3.91)

Sense of Acceptance 16.6 (6.67) 25 18.9 (2.48) 14 * 20.84 (3.19)

Safe and  Freewill 17.8 (6.19) 25 17.5 (1.45) 13 16.27 (3.26)

Clinging to a place 13.2 (9.77) 25 14.7 (3.47) 14 11.52 (3.71)
＊ P < 0.05   nonpaired t-test Mean(Standard Deviation)

Table 2.   Comparison of Scores of Subscales in the Condition for Safe and Comfortable

                  Place Scale between Early Attendance and Long-Term Attendance

Table1 Characteristics of Subjects

30.3±2.4（28ー37）

8 61.5 ％ 4 35.7 ％

5 38.5 4 64.3

Children one 13 100.0 ％ 7 87.5 ％
tow 0 0.0 1 12.5

13 100.0 ％ 7 87.5 ％

0 0.0 1 12.5

not housewife

Nuclear Family

Extended Family

Mean(Standard Deviation)

Early Attendance

（n=13)

Long term Attendance

(n=8)

Age 31.5±5.1(24-40)

Housewife



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅱ―３ 総研式子育て支援尺度「育児困難」 

下位尺度得点の比較 

 短期参加者 1 名と長期参加者 1 名以外

は全員が、育児困難の要支援ランクまたは

要治療ランクであった。 

 また、短期参加者は 13 名のうち 2 名が

改善、11 名が不変であるのに対して、長期

参加者は 7 名のうち 1 名が改善、不変 3

名、悪化 3 名であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）グループ参加後の自由記載の感想の結果 

 90％以上の母親が、「安心できる」「子育てに関する新しい知識やスキルを得ることができる」 

「子どもとかかわるのに役立った(自分がリラックスするのが大事だと気づいた等)」等の前向

きな感想を」記載していた。 

EPDS
Childcare

Difficulties

A  17→  9 ○            4→4 parcially help husband, mother

B  12→11 △            4→4 No help husband, mother

C    8→15  ×            4→5　× always help husband, mother pregnacy

D    9→  6 ○            3→4　× No help husband, mother

E  15→12 ○            4→5　× always help husband, mother

F  11→  9 ○            5→4  ○ No help husband

G 　6→13　×            4→4 parcially help friend getting a job

H    2→  0  ○            5→5 always help husband, mother

I 　4→            4→ No help husband, mother

J 　8→  7  ○            4→4 No help husband, mother nobody to talk to

K  14→11  ○            5→5 parcially help mother retirement, move, quarrel

L    1→  0  ○            3→3 parcially help mother

M    8→  6  ○            4→3 ○ No help husband retirement

N    4→  4            4→4 No help mother

O  15→            5→ parcially help husband retirement, move, quarrel

P    4→  2  ○            4→4 always help professional

Q    9→  4  ○            4→4 parcially help no noe to help

R    9→  3  ○            5→4  ○ always help husband, mother

S    3→  3            4→4 always help husband, mother retirement, quarrel

T    5→  3  △            4→4 always help husband, mother

U    5→  4  △            4→4 always help retirement
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○：mprovement        △：Slight improvement       ×： Worsening

Tabl 2. Individual changes in the scores of 2 scales in mothers with

            early attendance and them with long-term attendance

Life Events
Cut off point

9 or more

Lank
1~3:normal

4:need to support

5:need to treatment

Emotional

Support

Material

Support
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（４）グループミーティングの内容(Figure3) 

 グループミーティングにおける話し合いの内容を、「Nobody”s Perfect 親支援プログラム」の

「体験学習サイクル」の考え方を参考にしてまとめたものを図３に示した。 
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